
着
工
は

年
７
月

足
立
区

西
新
井
の
複
合
施
設

早
け
れ
ば

年
度

旧
多
摩
Ｎ
Ｔ
事
業
本
部
解
体

多摩市

週
休
２
日
で

月
発
注

町
田
街
道
拡
幅
・
電
線
共
同
溝

南多摩西部

施
設
内
容
な
ど
検
討
へ

解
体
・
建
設
　

一
括
で

鷺
宮
・
西
中
野
小
の
統
合
校

中野区

立川市

多田に設計委託
第五中校舎など改修

８
月
中
旬
に
公
告

大
横
川
護
岸
耐
震
詳
細
設
計

江東治水

渋谷区

ヘッズで設計着手
九号通り公園

工
事
を

年
度
発
注

成
瀬
鞍
掛
ス
ポ

ツ
施
設

町田市

町田市

年度にも工事
健康福祉会館の改修

岩
本
　

定
則
　

氏

㈱
ｓ
Ｍ
ｅ
ｄ
ｉ
ｏ︵
中
央
区
︶

代
表
取
締
役
社
長

い
わ
も
と

さ
だ
の
り

﹁
Ｄ
Ｘ
の
加
速
で

　

課
題
を
解
決
へ
﹂

　
江戸川区　船堀四丁目まちづくり勉強会

あす準備組合設立
　新庁舎南側に再開発ビル　

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
都
建
設
局

建
設
局

建
設
局

都
建
設
局

建
設
局

建
設
局

（２）＜第三種郵便物認可＞ ２０２０年（令和２年）７月３日＜金曜日＞

（①総評定点②工事件名③工期④業

種名⑤通知日）

■建設局

　▷北総電機産業①点②葛西臨海

公園照明設備改修工事（その４）③

年９月日～年５月日④電気

工事⑤年７月１日

　▷角田電業社①点②多摩動物公

園ライオンバス発着所電気設備工事

③年２月日～年５月日④電

気工事⑤年７月５日

　▷鴻池・西武・坪井建設共同企業

体①点②カヌー・スラローム会場

整備工事③年６月７日～年５月

日④一般土木工事⑤年７月日

　▷安川電機①点②カヌー・スラ

ローム会場電気設備工事③年月

７日～年５月日④電気工事⑤

年７月日

　▷新日本工業①点②潮風公園護

岸改修工事（その５）③年２月

日～年６月日④グラウト⑤年

７月日

　▷山美津電気①点②駒形橋景観

照明設置工事その２③年２月日

～年６月日④電気工事⑤年８

月日

　▷山美津電気①点②厩橋景観照

明設置工事③年月日～年６

月日④電気工事⑤年８月日

　▷日本リーテック①点②蔵前橋

景観照明設置工事その２③年２月

９日～年６月日④電気工事⑤

年８月日

　▷新日本工業①点②夢の島公園

東地区護岸改修工事（その４）③

年月日～年８月日④グラウ

ト⑤年月日

　▷東照工業①点②隅田川（駒形

橋上下流）左岸照明施設整備工事そ

の２③年２月日～年９月日

④電気工事⑤年月日

　▷京浜建設①点②隅田川（新神

谷橋上下流）右岸防潮堤耐震補強

工事その３③年７月日～年

９月日④河川工事⑤年月

日

　▷東照工業①点②潮風公園照明

設備改修工事（）③年１月日

～年９月日④電気設備工事⑤

年月５日

　▷日本無線①点②第六建設事務

所（）東京都防災行政無線単一系

（ＭＣＡ）設備移設工事③年８月

９日～年月日④電気工事⑤

年月日

　▷日本電気①点②第六建設事務

所（）東京都防災行政無線設備移

設工事③年８月５日～年月

日④電気工事⑤年月日

　▷東芝インフラシステムズ①点

②野川大沢調節池工事（その３）に

伴う監視制御設備工事③年月６

日～年月１日④計装装置⑤年

月日

　
江
戸
川
区
の
船
堀
四
丁
目
ま
ち
づ
く
り
勉
強
会
が
あ
す
４
日
に
再
開
発
準
備
組
合

を
設
立
す
る
予
定
だ

同
再
開
発
は
区
役
所
新
庁
舎
の
建
設
と
一
体
的
に
進
め
る
計

画
で
船
堀
駅
の
近
接
地
に
整
備
す
る
新
庁
舎
の
南
側
に
再
開
発
ビ
ル
を
建
設
す
る


　
町
田
市
は

健
康
福
祉
会

館
の
老
朽
化
対
策
と
し
て


２
０
２
１
年
度
に
も
改
修
工

事
を
実
施
す
る


　
計
画
で
は

施
設
の
老
朽

化
に
伴
い
屋
上
防
水
や
外

壁

内
装

各
設
備
関
係
な

ど
大
規
模
改
修
工
事
を
行

う

同
施
設
の
規
模
は
鉄
筋

コ
ン
ク
リ

ト
造
４
階
建
て

延
べ
約
４
５
０
０
平
方


で

１
９
８
９
年
に
建
設
さ

れ
た


　
設
計
は
山
下
テ
ク
ノ
ス

︵
中
央
区
︶
が

年
３
月
の

納
期
で
進
め
て
お
り

市
で

は
予
算
化
に
向
け
調
整
を
図

る
考
え


　
所
在
地
は
原
町
田
５
ノ
８

ノ



　
町
田
市
は

︵
仮
称
︶
成

瀬
鞍
掛
ス
ポ

ツ
施
設
整
備

工
事
を
２
０
２
１
年
度
に
発

注
す
る


　
計
画
で
は

現
在
ス
ポ


ツ
広
場
と
し
て
地
域
住
民
が

運
用
管
理
し
て
い
る
土
地

を

市
の
公
園
と
し
て
活
用

す
る
た
め
の
工
事
を
行
う


グ
ラ
ウ
ン
ド
の
改
修
や
休
憩

所
の
設
置
駐
車
場
の
整
備


防
球
ネ

ト
の
張
り
替
え


散
水
設
備
の
設
置

散
策
路

・
緑
地
の
整
備
な
ど
を
実
施

す
る

敷
地
面
積
は
１
万
６

５
２
８
平
方


場
所
は
西

成
瀬
２
ノ
７


　
設
計
は
和
建
設
計
事
務
所

︵
新
宿
区
︶
が

月
の
納
期

で
進
め
て
い
る


　
東
京
都
江
東
治
水
事
務
所

は

８
月
中
旬
に
大
横
川
護

岸
耐
震
詳
細
設
計︵
そ
の
９
︶

の
設
計
等
委
託
実
績
評
価
型

総
合
評
価
方
式
に
よ
る
希
望

制
指
名
競
争
入
札
を
公
告
す

る
予
定
だ


　
菊
柳
橋
と
菊
川
橋
の
間
の

両
岸
延
長
３
２
０

︵
川
幅

約


︶
を
対
象
に

レ
ベ

ル
２
地
震
動
を
想
定
し
て
既

存
護
岸
の
耐
震
照
査
を
実
施

す
る
納
期
は
１
１
０
日
間


順
調
に
い
け
ば
２
０
２
１
年

度
に
工
事
を
進
め
る


　
設
計
対
象
は
墨
田
区
菊
川

３
丁
目
地
内
か
ら
同
区
江
東

橋
５
丁
目
地
内


　
渋
谷
区
は

﹁
九
号
通
り

公
園
﹂
の
基
本
・
実
施
設
計

を
ヘ

ズ
︵
渋
谷
区
︶
に
委

託
し
た

２
０
２
１
年
度
の

工
事
発
注
を
目
指
し

当
初

予
算
に
事
業
費
を
要
望
す

る


　
工
事
着
手
の
時
期
は
未
定

だ
が

工
期
は
約
６
カ
月

と
な
る
予
定

障
害
者
が

最
大
限
の
能
力
を
発
揮
し


健
常
者
と
隔
て
な
く
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
﹁
イ
ン

ク
ル

シ
ブ
公
園
﹂
と
し

て
の
整
備
を
検
討
し
て
い

る


　
所
在
地
は
渋
谷
区
笹
塚
２

ノ

ノ
３
で

敷
地
面
積
は

約
６
２
０
平
方


現
状
は

更
地
で

渋
谷
区
が
管
理
を

担
当
し
て
い
る


　
多
摩
市
は

日
本
医
科
大

学
︵
日
医
大
︶
多
摩
永
山
病

院
の
移
転
先
と
な
る
旧
多
摩

ニ


タ
ウ
ン
事
業
本
部
用

地
の
建
物
解
体
工
事
に
向

け

設
計
を
開
始
し
た

早

け
れ
ば
２
０
２
１
年
度
に
も

工
事
着
手
が
見
込
ま
れ
て
お

り

設
計
と
と
も
に
予
算
調

整
を
図
る


　
解
体
す
る
施
設
規
模
は


鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ト
造
３
階

建
て
延
べ
３
４
６
７
平
方



場
所
は
諏
訪
２
ノ

ノ

１
の
敷
地
面
積
１
万
３
３

６
３
平
方


現
在

都
市

再
生
機
構
が
所
有
す
る
土
地

で

市
が
所
有
す
る
旧
東

永
山
小
学
校
跡
地
と

年
９

月
に
土
地
を
交
換
す
る
契
約

を
締
結

交
換
後
は
日
医

大
多
摩
永
山
病
院
の
移
転
建

て
替
え
用
地
と
し
て

日

医
大
に
土
地
を
貸
し
出
す
方

針


　
解
体
設
計
は
Ｓ
・
Ｋ
ア


ト
デ
ザ
イ
ン
オ
フ

ス

︵
多
摩
市
︶
が
担
当



月
の
納
期
で
詳
細
を
詰
め

る


　
立
川
市
は

立
川
第
五
中

学
校
各
所
改
修
工
事
を
早
け

れ
ば
２
０
２
１
年
度
に
発
注

す
る

基
本
・
実
施
設
計
を

多
田
建
築
研
究
所
︵
千
代
田

区
︶
に
委
託
し


年
２
月


日
の
納
期
で
ま
と
め
る


校
舎
や
屋
内
運
動
場
の
屋
上

防
水

設
備
改
修
な
ど
を
計

画
す
る


　
校
舎
の
規
模
は
鉄
筋
コ
ン

ク
リ

ト
造
３
階
建
て
延
べ

７
４
２
８
平
方


屋
内
運

動
場
の
規
模
は
鉄
筋
コ
ン
ク

リ

ト
造
２
階
建
て
延
べ
１

４
０
１
平
方



　
所
在
地
は
上
砂
町
３
ノ


ノ
１


　
中
野
区
は

鷺
宮
小
学
校

と
西
中
野
小
学
校
の
統
合
校

新
設
を
２
０
２
１
年
度
に
着

手
す
る

当
初
は
既
存
施
設

の
解
体
を
先
行
し
て
別
途
実

施
す
る
計
画
だ

た
が

敷

地
調
査
の
結
果

想
定
よ
り

広
範
囲
に
杭
工
事
を
行
う
必

要
が
生
じ
た
た
め

新
校
舎

の
建
築
工
事
と
一
括
し
て
発

注
す
る


　
校
舎
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ


ト
一
部
鉄
骨
造
３
階
建
て

で

道
路
を
挟
ん
で
北
校
舎

と
南
校
舎
を
配
置
す
る

基

本
設
計
段
階
の
延
べ
床
面

積
は
北
校
舎
が
７
６
９
７
平

方


南
校
舎
が
２
３
１
１

平
方

と
な

て
お
り


２
階
の
渡
り
廊
下
で
接
続
す

る


　
教
室
と
屋
内
運
動
場

プ


ル
が
一
体
と
な

た
建
物

で

屋
内
運
動
場
は
１
階
と

２
階

プ

ル
︵



６

コ

ス
︶
は
屋
上
に
配
置
す

る

ま
た

学
童
ク
ラ
ブ


活
動
室

乳
幼
児
室
な
ど
の

キ

ズ
ル

ム
と
図
書
館
を

南
校
舎
に
設
け

地
域
住
民

に
開
放
す
る

校
庭
は
面
積

が
４
３
８
０
平
方

で

１

２
０

ト
ラ

ク
と


の

直
線
コ

ス
を
６
レ

ン
ず

つ
設
け
る

土
足
で
校
舎
内

に
入
る
一
足
制
を
採
用
し


校
庭
に
は
人
工
芝
を
敷
く


設
計
は
日
総
建
︵
渋
谷
区
︶

が
担
当
し
て
い
る


　
建
設
地
は
第
八
中
学
校
跡

地
の
鷺
宮
４
ノ
７
ノ
３

現

地
に
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ト

造
３
階
建
て
延
べ
５
５
３
２

平
方

の
校
舎
が
あ
り

統

合
校
整
備
に
合
わ
せ
て
解
体

す
る

安
全
性
を
確
保
す
る

た
め

従
来
計
画
か
ら
杭
工

事
と
擁
壁
工
事
の
施
工
手
順

を
見
直
し

供
用
開
始
年
度

を

年
度
か
ら

年
度
に
変

更
し
た


　
足
立
区
は

西
新
井
区
民

事
務
所
と
西
新
井
住
区
セ
ン

タ

を
合
築
し
て
整
備
す

る
複
合
施
設
に
つ
い
て

整

備
ス
ケ
ジ


ル
を
公
表
し

た

既
存
の
区
民
事
務
所
を


月
か
ら
２
０
２
１
年
６

月
ま
で
に
解
体
し


年
７

月
か
ら

年
２
月
ま
で
の
２

カ
年
で
新
築
工
事
を
行
う


区
民
事
務
所
の
ア
ス
ベ
ス

ト
対
策
の
た
め

当
初
の
予

定
を
３
カ
月
延
期
し
た
形

だ


　
西
新
井
区
民
事
務
所
を
現

地
で
建
て
替
え

区
民
事
務

所
の
北
西
に
あ
る
西
新
井
住

区
セ
ン
タ

の
機
能
を
移
転

し
新
た
な
複
合
施
設
を
整
備

す
る

新
築
す
る
施
設
の
規

模
は
３
階
建
て
延
べ
２
４
９

６
平
方

を
想
定
し
て
い

る


　
施
設
内
部
の
配
置
は

水

害
対
策
を
取
り
入
れ
る
た
め

基
本
設
計
を
一
部
変
更

１

階
に
区
民
事
務
所
と
ピ
ロ
テ



２
階
に
会
議
室
と
高
齢

者
が
使
用
で
き
る
悠
々
館


３
階
に
児
童
館
と
学
童
保
育

室
を
そ
れ
ぞ
れ
配
置
す
る


　
西
新
井
区
民
事
務
所
の
所

在
地
は
西
新
井
１
ノ
４
ノ



既
存
建
物
の
規
模
は
鉄

筋
コ
ン
ク
リ

ト
造
３
階
建

て
延
べ
１
４
１
１
平
方


で

完
成
か
ら

年
が
経
過

し
て
い
る


　
設
計
は
綜
企
画
設
計
︵
中

央
区
︶
が
担
当


　
今
後
は

準
備
組
合
と
ア


ル
・
ア
イ
・
エ

︵
港

区
︶
が
主
体
と
な
り

再
開

発
ビ
ル
の
住
居
や
商
業
な

ど
の
用
途

構
造

規
模


施
設
内
容
な
ど
を
検
討
し

基
本
構
想
を
ま
と
め
る

事

業
協
力
者
を
募
集
す
る
予

定
だ
が

２
０
２
０
年
度
中

に
募
集
す
る
か
ど
う
か
は
未

定


　
建
設
地
は
都
営
船
堀
４
丁

目
ア
パ

ト
︵
船
堀
４
ノ
３

ノ
１
他
︶
と
そ
の
近
隣

敷

地
面
積
は

再
開
発
ビ
ル
の

建
設
用
地
が
５
７
０
０
平
方



新
庁
舎
の
建
設
用
地
が

１
万
１
０
０
０
平
方



　
新
庁
舎
施
設
の
想
定
規
模

は

４
万

４
万
５
０
０
０

平
方


想
定
事
業
費
︵
土

地
取
得
費

建
設
費

設
計

・
管
理
費
な
ど
︶
は
２
５
０

億

３
０
０
億
円


　
区
は

す
で
に
新
庁
舎
の

建
設
に
関
す
る
ス
ケ
ジ



ル
を
示
し
て
い
る

新
庁
舎

建
設
基
本
構
想
・
基
本
計
画

策
定
委
員
会
が

年
度
中
に

基
本
計
画
の
策
定
に
取
り
組

み


年
度
か
ら
２

３
年

で
都
市
計
画
手
続
き
な
ど
を

進
め
る




年
度
で
基

本
・
実
施
設
計
を
ま
と
め





年
度
の
工
期
で
新
庁

舎
を
建
設
す
る


　
再
開
発
ビ
ル
の
建
設
ス
ケ

ジ


ル
は

新
庁
舎
の
建

設
ス
ケ
ジ


ル
と
歩
調
を

合
わ
せ

同
時
期
に
整
備
し

て
い
く


　
東
京
都
南
多
摩
西
部
建
設

事
務
所
は

町
田
街
道
の
東

浅
川
小
学
校
前
交
差
点
か
ら

狭
間
町
交
差
点
内
の
延
長
２

２
０

の
道
路
拡
幅
と
電
線

共
同
溝
を
設
置
す
る
た
め


施
工
能
力
審
査
型
総
合
評
価

方
式
に
よ
る
希
望
制
競
争
入

札
で

月
に
発
注
す
る

週

休
２
日
間
確
保
工
事
と
な

る

工
事
期
間
は

日
間


工
事
費
は
１
億

１
億
６
０

０
０
万
円


　
計
画
で
は

南
北
を
走
る

町
田
街
道
の
両
側
歩
道
を
拡

幅
す
る
工
事
で

現
況
の
幅

員
１
・
５

２
・
５

を
４


ま
で
整
備
す
る

ま
た


西
側
歩
道
部
に
電
線
共
同
溝

の
管
路
と
特
殊
部
を
設
置
す

る

管
路
に
は
電
線
・
通
信

ケ

ブ
ル
が
入
る

場
所
は

八
王
子
市
東
浅
川
町

同
市

狭
間
町
地
内


　
道
路
・
電
線
共
同
溝
詳
細

修
正
設
計
は
ト

ニ
チ
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
︵
渋
谷
区
︶
が

進
め
て
い
る


　ソフトウエアを開発・販売する同社に創業メン
バーとして参画し、年２月に社長就任。西松

建設との提携を機に建設産業界へ
のＡＩ・ＩｏＴソリューションの
提供を開始した。
　４月に提供を始めた「切羽ＡＩ
評価システムサービス」は、トン
ネル掘削時の断面強度を画像とＡ

Ｉで判定するシステム。現場ごとにカスタマイズでき
る体制も整え、「データ作成者の手間を大幅に軽減す
ることができた」と効果を語る。
　喫緊の課題である人手不足や人材の高齢化などを解
決するため、「現場のデジタルトランスフォーメーシ
ョン（ＤＸ）の加速化」を重要施策に掲げ、さらなる
技術開発と普及促進に尽力する。月までには、アス
ファルトやコンクリート表層をＡＩで解析する新たな
製品をリリースする方針。
　新型コロナウイルス感染症の影響で先の見通しが立
ちにくい状況だが、「テクノロジーで現状を打破でき
るよう会社全体で果敢な挑戦を続けていきたい」

（佐藤和彦）


